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2月下旬から3月中旬までに行われ
たイベントや催しなどを写真でお伝え
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八十八夜 茶摘みの集い
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［ 毎月1日・15日発行 ］

宇治フォト
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01 3/14に、宇治魅力発信大使
の委嘱状交付式を行いました。
高校生のときに、「めっ茶、好
きやねん !!~ 宇治に届け ~」
で魅力発信に取り組まれた皆
さん、これからも宇治の魅力
を多くの人に届けてください !

02 3/16~3/31の間、植物公園
にて、「しだれ桜夜間無料公開」
を行いました。ライトアップさ
れた桜は、とてもきれいに咲
き誇っていました♪

03 3/27に、天ケ瀬ダムを観光
資源として有効的に活用してい
く「宇治市天ケ瀬ダムかわま
ちづくり計画」が国土交通省の
「かわまちづくり支援制度」に
登録され、登録証の伝達式を
行いました。

04 3/7に、市役所1階市民ギャ
ラリーコーナーで開催した「健
康展」において、適塩をテー
マに、京都岡本記念病院腎臓
内科副部長の劉和幸さんを講
師に迎え、ミニ講演会を行い
ました。

05 3/21に、城陽五里五里の丘で、
「宇治茶 •山城ごちそうフェス
タ」が開催されました。地元
野菜を使った料理やスイーツ
など、美味しそうなものがいっ
ぱいありました♪

クローズアップ

未来に夢と希望の持てる
　　　　　新しい宇治づくり

 624 億 8千万円（対前年度増減率 1.1％増）

会計名 予算額 対前年度増減率

一般会計 624億8千万円 1.1％増

特別会計 366億5880万円 2.3％増

水道事業会計 61億9662万 4千円 2.3％減

公共下水道事業会計 121億3565万 4千円 6.4％増

予算総額 1174億 7107万 8千円 1.8％増

財政健全化推進プラン

新しい宇治を切り拓く特別枠予算（約 1億円）

　「財政健全化推進プラン」に基づき、中・長期を見据えた不断の行財政改革を行い、将来の世代に負担を先送りす
ることなく、「信頼される都市経営のまちづくり」を目指し、持続可能な行財政運営を実現していきます。

内部改革
給与等の見直しや職員定員の削減などにより、人件費等削減

将来を見据えた事業の見直し
個人給付事業やイベント・啓発事業など市民サービスの一部見直しによる事業の廃止・休止・縮小

歳入の確保
戦略的な産業振興策の検討、使用料・手数料などの見直し、駐車場の有料化・効率化などによる歳入確保

主な取り組み

平成 31年度（2019年度） 予算

　「未来に夢と希望の持てる新しい宇治づくり」を推進するため、重点的施策に位置付けている施策の実現に効果的な
事業について、特別枠として予算計上します。

当初予算（一般会計）

全会計予算額

主な歳入の内訳
市税　 　　　 238 億 8209万 6千円
　　　　　　（38.2％）
国庫支出金　116億 5531万 4千円
　　　　　　（18.7％）
地方交付税　73億 8千万円
　　　　　　（11.8％）

他　合計 624億 8千万円

主な歳出の内訳
民生費　286億 2941万 8千円
　　　　（45.8％）
総務費　64億 8200万 1千円
　　　　（10.4％）
土木費　59億 473万 2千円
　　　　（9.5％）

他　合計 624億 8千万円

全国で頻発する災害の状況等を
踏まえた防災・減災の取組
◎防災事業費（避難所機能向上分）
　220万円
◎災害時安否確認ボード普及事業費
　400万円
◎災害情報収集活動強化事業費（ドローン配備）
　789万 3千円

　健康長寿日本一の実現に向けた取組
　◎健康アライアンス事業費
　　400万円
　◎健康長寿データ分析事業費
　　178万 6千円

子育て世代にとって魅力のある
まちづくりに向けた取組
◎産後ケア事業費
　591万5千円
◎幼児視覚健康診査充実費
　264万2千円
◎図書館教育充実事業費（学校司書を全中学校区に配置）
　2713万6千円
◎小中一貫教育推進費（独自学力調査分）
　59万2千円
◎小学校プログラミング教育推進費
　697万3千円

 
　ＩＣＴを利活用した取組
　◎魅力発信プロモーションゲーム制作費
　　1200万円
　◎ 24時間総合案内システム運営費
　　207万円
　◎ ICT活用推進事業費（タブレット端末導入）
　　550万 9千円
　◎ごみ処理手数料キャッシュレス決済推進費
　　26万 3千円
　◎道路インフラ長寿命化事業費（タブレット端末導入分）
　　64万 1千円
　◎自転車等駐車場整備費（JR宇治駅南電動ゲート化）
　　1500万円

広報
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問財務課（ 20-8715）

　31年度（2019年度）は、「第５次総合計画第３期中期計画」２年
目の年です。
　予算編成においては、昨年度策定した「第７次行政改革実施計画」
及び「財政健全化推進プラン」の取組を着実に実行するとともに、魅
力ある宇治を築く未来への投資を目的とした「新しい宇治を切り拓
く特別枠」を創設し、重点的に取り組む８つの項目を掲げました。
　持続的に発展するまちを目指し、市を挙げて取り組んで参ります
ので、市民の皆様のより一層のご理解とご協力をお願いします。

　本市の財政を取り巻く環境は、歳入の市税収入の予算割合が8年連続で40％を下
回るなど、厳しい状況が続くものと予測されます。
　また歳出についても、義務的経費等の増大が避けられない状況から、財政の硬直化
がより一層進行すると予測されるところです。
　こうした厳しい状況でありますが、市民の皆さまのニーズを見極め、真に必要な各
種施策を実施していくために、最少の経費で最大の効果を発揮出来るよう努めてい
きます。

宇治市長　山本 正
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クローズアップ

8 つの重点項目と主な事業

◎黄檗公園体育館防災基盤整備事業費・・・1億 3525万 9千円
　体育館（コミュニティアリーナ）の空調機設置に着手

◎通信施設維持管理費・・・3072万 1千円
　聴覚や言語に障害のある方のための緊急通報システム（Net119）を導入

安全・安心なまちづくりの推進１

◎地域コミュニティ活動支援事業費・・・21万 5千円
　地域間交流等による地域コミュニティ活性化に向け、懇談会等を実施

◎地域コミュニティ再編計画推進費・・・680万円
　集会所の無償譲渡を促進するため、改修等の取組を支援

2 市民参画・協働の推進

戦略的な産業活性化の推進3
◎中小企業創業支援事業費・・・860万円
　起業家の掘り起こしを目的とした講座等の実施及び、空き家を活用した創業に対する補助を拡充

◎（仮）中小企業サポートセンター開設費・・・382万円
　産業会館 3階に、（仮）中小企業サポートセンターを開設

◎中小企業雇用拡大推進事業費・・・300万円
　中小企業の雇用確保のため、人材募集サイトと連携したマッチングを実施

4
◎地域共生社会実現サポート事業補助金・・・315万円
　社会福祉法人が自主的に実施する地域課題解消に向けた取組を支援

◎生活困窮者等家計改善支援事業費・・・190万 9千円
　生活困窮者等の自立支援に向け、家計改善相談を実施

◎地域リハビリテーション活動支援事業費・・・308万 3千円
　住民主体による介護予防活動の場にリハビリ専門職等を派遣

◎地域介護予防活動支援事業費・・・120万円
　住民主体による介護予防活動に対して補助を実施

誰もが生き生きと暮らせるまちづくりの推進

5 切れ目のない
総合的な子育て支援

　

◎木幡駅周辺地区人にやさしい道づくり事業費・・・500万円
　JR木幡駅、京阪木幡駅周辺地域において、点字ブロックを整備

◎六地蔵地区道路整備事業費・・・1億 2935万 3千円
　サポート道路整備に向けた、用地取得及び詳細設計を実施

◎近鉄小倉駅周辺地区まちづくり事業調査費・・・700万円
　検討委員会を設置し、まちづくりの方向性を検討

6 未来の宇治のまちの発展と
人口減少社会を見据えた都市基盤整備

◎政策形成プログラム推進事業費・・・350万円
　政策課題の解決及び職員の能力向上を図るため、政策研究及び職員提案制度を再構築

◎公共施設等駐車場の有料化・効率化
　JR 宇治駅前市民交流プラザ「ゆめりあ うじ」の駐車場を民間企業へ貸付し、運
営の効率化を図る

7 計画的・効率的な行財政運営の確立

◎「京都・花灯路」連携周遊事業費・・・400万円
　「京都・花灯路」と連携し、塔の島を中心とした中宇治地域の観光ルートに
行灯を設置し、まちのにぎわいを創出

◎かわまちづくり環境整備費・・・500万円
　天ケ瀬ダム周辺の観光資源等を活用し、水辺とまちが融合した良好な空間
形成に向けた、ダム視点場整備の詳細設計を実施

◎空き家等利活用推進事業費・・・24万 3千円
　空き家バンクを創設し、空き家の流通・利活用を推進

8 宇治の魅力を活用したまちづくりの推進

　本市が目指す都市像「みどりゆたかな住みたい、住んでよかった都市」や、まちづくりの目標「お茶と歴史・
文化の香るふるさと宇治」の実現のため、重点的に取り組む 8つの項目と主な事業を紹介します。

施設・利用区分ごとの内容

施設・利用区分

対象年齢・内容
0～2歳

（市民税非課税
世帯のみ）

3～5歳

 保育所・
 認定こども園 無償化 無償化

 地域型保育 無償化
 幼稚園
 幼稚園預かり保育※

月額2.57万円まで無償化
月額1.13万円まで無償化

 認可外保育施設※
 一時預かり事業※
 ファミリー・サポート・
 セ ンター※
 病児保育※

月額4.2万円まで
無償化

月額3.7万円まで無償化
（認可保育所における保育
料の全国平均額）

 障害児通園施設 すでに無償化済 無償化

※保育の必要性があると認定を受けた人のみ無償化の対象
　ただし、保育所・認定こども園、地域型保育の利用者は対象外

◎子ども・子育て支援事業計画策定費・・・360万4千円
　第 2期子ども・子育て支援事業計画を策定

◎地域子育て支援拠点事業費・・・6680万 5千円
　西宇治中学校区において、新たに地域子育て支援拠点
を開設

◎幼児教育・保育の無償化関連事業・・・約 4億円
　31年（2019 年）10月から国において、少子化対策
の観点から、保護者負担の軽減を図ることを目的に、幼
児教育・保育の無償化が実施されることとなり、本市に
おいても、円滑な導入に努める

点字ブロック
の整備

職員提案に
おける表彰

地域
コミュニティ
活動

介護予防
活動

黄檗公園
体育館

天ケ瀬ダム
視点場整備
イメージ図
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年（
2
0
2
0
年
）４
月
１
日
か
ら

京
都
地
方
税
機
構
で
行
い
ま
す

　
納
期
限
か
ら
一
定
期
間
経
過
し
た
国
民
健
康

保
険
料
の
滞
納
整
理
業
務
を
、
来
年
度
か
ら
京

都
地
方
税
機
構
に
移
管
し
ま
す
。
な
お
、
未
納

保
険
料
の
あ
る
人
は
、
早
め
に
納
付
相
談
を
し

て
く
だ
さ
い
。　
問
国
民
健
康
保
険
課

●●
京
都
地
方
税
機
構
と
は

　
公
平
・
公
正
な
税
業
務
を
推
進
す
る
た
め
に

京
都
府
と
府
内
25
市
町
村（
京
都
市
除
く
）で
組

織
さ
れ
た
広
域
連
合（
地
方
公
共
団
体
）で
す
。

地
方
税
や
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
整
理
業
務

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習・ス
ポ
ー
ツ

子
ど
も
の
遊
び
場

時
内
◎
5
月
11
日（
土
）午
前
9
時
半
～
正
午
＝

わ
く
わ
く
ク
ラ
フ
ト
、
午
前
10
時
～
正
午
＝
映

画
鑑
賞
◎
5
月
18
日（
土
）午
前
9
時
半
～
正
午

　
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
情
報
を
お
届
け

し
ま
す
。 情
報
B
O
X

市
民
公
募
委
員
の
募
集

問
行
政
経
営
課（

21
・
1
5
8
4
）

《
募
集
内
容
》次
の
と
お
り

①
行
政
改
革
審
議
会

　
第
７
次
行
政
改
革
の
取
組
状
況
の
進
行
管
理

等
に
つ
い
て
、
会
議
に
出
席
し
、
意
見
を
述
べ

て
も
ら
い
ま
す
。

②
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
推
進

　
会
議

　
今
後
の
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
、
持
続
的

に
発
展
す
る
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、
会
議
に
出

席
し
、
意
見
を
述
べ
て
も
ら
い
ま
す
。

①
②
共
通
事
項

《
任
期
》6
～
7
月
頃
か
ら
３
年
間

《
応
募
資
格
》市
内
在
住
で
、
５
月
１
日
時
点
で

満
18
歳
以
上
の
人（
本
市
市
議
会
議
員
お
よ
び
職

員
を
除
く
）

《
募
集
人
数
》2
人
程
度

《
報
酬
》1
日
９
９
0
0
円

申
応
募
用
紙
に
論
文（
志
望
動
機
・
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
思
い
等
）を
添
付
し
、
５
月
７
日

（
火
）（
消
印
有
効
）ま
で
に
、
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
か
行
政
経
営
課
窓
口（
〒
611
・

8
5
0
1
宇
治
琵
琶
33　

FAX
20
・
8
7
7
8　

gyoseikeieika@
city.uji.kyoto.jp

）

へ
。
応
募
用
紙
は
市
役
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
公
民
館
、
図
書
館
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
ゆ
め
り
あ
う

じ
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
も
出
来
ま
す
。

※
第
１
次
選
考
は
小
論
文
等
書
類
、
第
２
次
選

考
は
面
談
で
決
定
し
ま
す
。
選
考
結
果
は
6
月

中
旬
頃
ま
で
に
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

《
受
験
資
格
》次
の
と
お
り

①
一
般
事
務
職

昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
13
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
、
学
歴
は
問
わ
な
い
が
学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

人
。

②
技
師（
化
学
）

昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
13
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
も
し
く
は
大
学
等
で
化
学
の
専

門
課
程
を
修
得
し
た
人
、
ま
た
は
採
用
日
前
日

ま
で
に
修
得
見
込
み
の
人
。

③
技
師（
電
気
）

昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
13
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
、
電
気
主
任
技
術
者（
第
１
種
～
第
３

種
を
問
わ
な
い
）の
資
格
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
も
し
く
は
大
学
で
電
気
の
専
門
課
程
を

修
得
し
た
人
ま
た
は
採
用
日
前
日
ま
で
に
修
得

見
込
み
の
人
。

※
い
ず
れ
も
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
地
方
公

務
員
法
第
16
条
の
規
定
に
よ
る
欠
格
条
項（
成

年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人
等
）に
該
当
す

る
人
は
受
験
出
来
ま
せ
ん
。

①
②
③
共
通
事
項

《
採
用
予
定
者
数
》若
干
名

《
第
１
次
試
験
日
》31
年（
２
0
1
９
年
）５
月

12
日（
日
）

あ
な
た
の
力
、
宇
治
市
で
発
揮
し
ま
せ
ん
か
。

市
職
員
採
用
試
験（
一
般
事
務
職
・
技
師〈
化
学
〉・
技
師〈
電
気
〉）

《
採
用
予
定
日
》31
年（
２
0
1
９
年
）8
月
1
日

申
市
指
定
の
申
込
書
兼
履
歴
書
を
、
4
月
25
日

（
木
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送（
特
定
記
録
郵
便

の
み
可
）か
人
事
課
窓
口（
平
日
の
午
前
8
時
半

～
午
後
５
時
）（
〒
611
・
8
5
0
1
宇
治
琵
琶

33
）へ
。

※
実
施
要
項
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
も
出
来
ま
す
。

問
人
事
課（

20
・
8
7
0
３
）

と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
で
す
！

昨年度採用職員からのメッセージ

一
緒
に
働
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
♪

皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す

お
茶
摘
み
さ
ん
募
集

問
農
林
茶
業
課（

20
・
8
7
2
3
）

　
『
♪
〜
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
〜
♪
』

　
有
名
な
茶
摘
み
の
歌
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
立
春
か
ら
数
え
て
八
十
八
日
目
に
あ
た

る
5
月
は
茶
摘
み
の
季
節
で
す
。

　
市
で
は
1
年
に
1
度
、
こ
の
季
節
だ
け
一
葉

一
葉
を
手
で
丁
寧
に
摘
む
方
法
に
よ
り
高
級
茶

が
生
産
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
お
茶
摘
み
さ
ん
が
年
々
減
り
、
茶

農
家
で
は
労
働
力
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
ま

す
。

　
「
宇
治
と
い
え
ば
お
茶
、
お
茶
と
い
え
ば
宇

治
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

宇
治
茶
の
振
興
の
た
め
に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
期
間
》５
月
初
旬
か
ら
約
１
ヶ
月
間

　
募
集
チ
ラ
シ
を
農
林
茶
業
課
窓
口
に
置
い
て

い
ま
す
。
申
し
込
み
や
労
働
条
件
等
の
詳
細
は

チ
ラ
シ
に
掲
載
の
各
茶
農
家
へ
問
い
合
わ
せ
て

下
さ
い
。

宇
治
新
茶

八
十
八
夜  

茶
摘
み
の
集
い

問
府
茶
業
会
議
所（

23
・
7
7
1
3
）

　
こ
の
季
節
に
し
か
出
来
な
い「
新
茶
の
茶

摘
み
」や
お
茶
に
ち
な
ん
だ
体
験
が
い
っ
ぱ

い
！

時
5
月
2
日（
休
）、
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
午
前
9
時

半
〜
10
時
）

※
午
前
9
時
半
〜
午
後
3
時
半
の
間
、
京
阪

宇
治
駅
・
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
往
復
運
行
し
て
い
ま
す
。

第
1
会
場 

宇
治
茶
会
館
・
茶
業
セ
ン
タ
ー

新
茶
の
茶
摘
み
体
験
、
美
味
し
い
玉
露
の
淹

れ
方
教
室（
有
料
）、
抹
茶
の
点
て
方
体
験

（
有
料
）、
水
出
し
宇
治
茶
B
A
R（
有
料
・

先
着
順
）、
祝
新
元
号
宇
治
茶
と
皇
室
と
の

資
料
展
示
、
茶
の
木
人
形
の
展
示
、
宇
治
新

茶
の
無
料
接
待
及
び
販
売
、
茶
摘
み
娘
と
の

記
念
写
真（
撮
影
無
料
）、
抹
茶
の
碾
き
臼
体

験
、
ふ
る
さ
と
産
品
展
示
即
売
会

第
2
会
場 

府
茶
業
研
究
所

茶
摘
み
体
験
、
宇
治
茶
の
手
も
み
体
験
、
試

験
茶
園
・
新
製
茶
工
場
の
見
学
、
研
究
成
果

の
展
示
、
宇
治
新
茶
の
無
料
接
待
及
び
販

売
、
地
域
産
品
の
出
店

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相　
談

7

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

6

健
康・福
祉

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

税・年
金・

保
険



＝
親
子
木
工
作
遊
び　
所
中
央
公
民
館　
対
市

内
在
住
の
幼
児
～
小
学
生（
幼
児
は
保
護
者
要

同
伴
）　
問
同
館（

39
・
９
２
5
8
）

小
倉
公
民
館

申
4
月
16
日（
火
）
か
ら
、
同
館（

39
・

９
２
7
4
）へ
。

●●
親
子
農
業
体
験
教
室

時
内
◎
5
月
18
日（
土
）午
前
9
時
半
～
正
午
＝

と
う
も
ろ
こ
し
・
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え
付
け
◎

7
月
13
日（
土
）＝
と
う
も
ろ
こ
し
の
収
穫
◎
10

月
12
日（
土
）＝
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫　
対
市
内

在
住
の
小
学
生
と
保
護
者
で
、
水
や
り
・
草
取

り
等
の
手
入
れ
が
出
来
る
人　
定
先
18
組　
￥

200
円　
持
飲
み
物

●●
お
ぐ
ら
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　
色
々
な
京
都
の
伝
統
料
理
を
作
り
ま
す
。
5

月
は「
ば
ら
ず
し
」で
す
。　
時
5
月
25
日（
土
）、 

7
月
6
日（
土
）、
10
月
19
日（
土
）、
12
月
14
日

（
土
）、
32
年（
２
0
２
0
年
）2
月
22
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午　
対
市
内
在
住
で
全
回
参
加

出
来
る
小
学
生　
定
先
20
人　
講
同
館
サ
ー
ク

ル「
う
じ
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
こ
ん
ぺ
い
と
う
」

の
皆
さ
ん　
￥
各
回
200
円　
持
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
ふ
き
ん
、
飲
み
物

ポ
ラ
ン
朗
読
グ
ル
ー
プ＂
そ
ら
＂朗
読
会

時
5
月
15
日（
水
）午
後
1
時
半
～
4
時　
所
広

野
公
民
館（
当
日
駐
車
場
利
用
不
可
）　
定
120
人　

内「
い
っ
ぱ
い
の
か
け
そ
ば
」「
た
け
く
ら
べ
」

「
日
日
是
好
日
」
他　

問
同
館（

39
・

９
２
7
6
）

生
涯
学
習
課

●●
や
ま
ぶ
き
学
級﹁
料
理
教
室
﹂

（
7
・
9
・
11
・
1
月
の
下
旬
も
実
施
予
定
）　

定
先
各
3
人　
￥
各
回
10
円　
申
4
月
16
日

（
火
）か
ら
、
電
話
か
E
メ
ー
ル
で
、「
え
い
こ

だ
よ
」の
黒
川
宰
さ
ん（

33
・
7
３
4
7　

O
sm
kw
@
aol.com

）へ
。

●●
わ
く
わ
く●

ど
き
ど
き●

お
も
し
ろ
理
科

実
験
教
室

時
内
◎
5
月
25
日（
土
）＝「
マ
イ
ナ
ス
196
℃
の
世

界
」◎
6
月
8
日（
土
）＝「
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス

タ
ー
を
探
せ
」◎
6
月
22
日（
土
）＝「
ニ
ボ
シ
の

か
い
ぼ
う
」◎
7
月
6
日（
土
）＝「
微
小
貝
の
ふ

し
ぎ
」◎
7
月
20
日（
土
）＝「
卵
の
ふ
し
ぎ
発

見
」、
午
後
2
時
～
3
時
半　
対
市
内
在
住
の
小

学
生（
小
学
１
・
２
年
生
は
保
護
者
要
同
伴
）　

定
抽
15
人　
講
田
中
良
興
さ
ん（
府
立
農
芸
高
等

学
校
教
諭
）　
￥
２
２
0
0
円（
5
回
分
。
初
回

参
加
時
に
徴
収
）　
申
保
護
者
と
参
加
す
る
子
の

氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
住
所
・
電
話
番
号
を
、

5
月
10
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
、
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

●●
木
工
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
～
木
工

の
楽
し
さ
を
伝
え
よ
う
～

時
6
月
6
日
～
7
月
11
日
の
毎
週
木
曜
日（
全

6
回
）（
7
月
11
日
は
自
由
参
加
）、
午
後
1
時

半
～
4
時　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

定
抽
23
人（
連
続
参
加
出
来
る
人
を
優
先
）　
講

木
工
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ギ
コ
ギ
コ
・
ト
ン
ト
ン

く
ら
ぶ
」の
皆
さ
ん　
￥
２
5
0
0
円（
全
回

分
）　
他
保
育
あ
り（
2
歳
～
就
学
前
）　
申
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
保
育
の
有
無（
必
要

な
人
は
子
の
名
前
・
年
齢
）を
、
5
月
15
日

（
水
）ま
で（
必
着
）に
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E

メ
ー
ル
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

●●
夏
休
み
子
ど
も
★
わ
く
わ
く
フ
ェ
ア

コ
ー
ナ
ー
出
展
者
募
集

時
5
月
19
日（
日
）、
6
月
1
日（
土
）午
前
10
時

～
午
後
1
時　
所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
対
市

内
在
住
・
在
勤
・
通
所
の
心
身
に
障
害
の
あ
る

人
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
定
抽
各
25
人　
内
煮

込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
パ
ス
タ
と
ス
ー
プ　
￥
４00
円　

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん　
申
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
参
加
希
望
日（
ど
ち
ら
で
も
よ
い

場
合
は「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」）、
同
伴
者
の
有

無
と
氏
名
、
車
い
す
の
有
無
を
、
4
月
26
日

（
金
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
課
窓
口（
FAX
39
・

９
5
0
1　

shogaigakushuka@
city.

uji.kyoto.jp

）へ
。

●●
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

時
◎
よ
る
の
ひ
ろ
ば
＝
5
月
10
日（
金
）午
後
7

時
半
～
9
時
、
西
宇
治
体
育
館
◎
あ
さ
の
ひ
ろ

ば
＝
5
月
18
日（
土
）黄
檗
体
育
館
、
25
日（
土
）

西
宇
治
体
育
館
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午　

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
持
上
履

き
、
ス
ポ
ー
ツ
の
出
来
る
服
装　
他
保
育（
あ

さ
の
ひ
ろ
ば
の
み
）は
就
学
前
ま
で（
開
催
日
の

8
日
前
ま
で
に
、
電
話
で
、
同
課
へ
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
琵
琶
45
‐
₁4

39
・
9
5
0
0
FAX
39
・
9
5
0
1

shogaigakushu@
city.uji.kyoto.jp

●●
う
じ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業

ふ
だ
ん
の
何
気
な
い
ひ
と
コ
マ
を﹁
英
語

で
つ
ぶ
や
き
﹂ま
せ
ん
か
！

　
単
語
や
短
文
を
選
ぶ
だ
け
の
簡
単
ツ
イ
ー
ト

で
、
身
の
回
り
に
起
こ
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ

と
を
英
語
で
表
現
し
ま
し
ょ
う
。
※
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
講
座
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。　
時
5
月
31
日（
金
）午
後
2
時
～
4
時

　
出
展
条
件
等
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。　
時
7
月
26
日（
金
）・
27
日

（
土
）午
前
10
時
～
午
後
3
時
の
う
ち
、
①
い
ず

れ
か
の
全
日
②
い
ず
れ
か
の
半
日（
午
前
・
午

後
）　
定
抽
15
組
程
度　
内
小
学
生
向
け
の
遊

び
や
体
験
コ
ー
ナ
ー　
他
6
月
10
日（
月
）の
説

明
会
へ
の
出
席
が
必
要　
申
所
定
の
申
請
書

を
、
5
月
7
日（
火
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

へ
。
後
日
、
内
容
確
認
あ
り
。

安
全
・
安
心

市
空
き
家
等
対
策
計
画
を
策
定

　
本
市
に
お
け
る
空
き
家
等
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
と
地
域
の
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
同
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
市
内
公
共
施
設
に
配
架
の
他
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
内
容
を
確
認
出
来
ま
す
。　
問

住
宅
課人

権
・
平
和

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

問
同
セ
ン
タ
ー（

39
・
９
３
7
7
）

●●
U
J
I
あ
さ
ぎ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
9　
実
行
委
員
募
集

　
12
月
上
旬
に
開
催
予
定
の「
Ｕ
Ｊ
Ｉ
あ
さ
ぎ
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
と
行
動
力
を
生
か
し

一
緒
に
楽
し
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
創
り
ま
せ

ん
か
。
詳
し
く
は
募
集
チ
ラ
シ
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　
申
5
月

17
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

●●﹁
京
都
府
女
性
の
船
﹂参
加
者
募
集

　
応
募
資
格
・
内
容
等
、
詳
し
く
は
参
加
案
内

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　
時
6
月
7
日（
金
）

～
10
日（
月
）（
3
泊
4
日
）（
事
前
・
事
後
研
修

あ
り
）　
￥
3
万
5
千
円　
申
市
内
在
住
・
在

勤
の
人
は
、
所
定
の
参
加
申
込
書
等
を
、
4
月

26
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
こ
は
た
館

問
同
館（

39
・
９
1
９
９
）

●●
健
や
か
か
ら
だ
講
座

時
4
月
23
日（
火
）午
後
2
時
～
4
時　
対
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
先
40
人　
内
練

功
十
八
法（
肩
痛
・
手
の
し
び
れ
改
善
の
運
動

療
法
）　
講
華
学
和
博
さ
ん（
健
康
運
動
指
導

士
）　

持
お
茶
、
タ
オ
ル
等　

申
4
月
16
日

（
火
）か
ら
、
電
話
で
、
同
館
へ
。

●●
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

時
5
月
14
日（
火
）午
前
11
時
～
午
後
2
時　
対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
抽
10
人　

内
さ
く
さ
く
シ
ー
フ
ー
ド
フ
ラ
イ
、
シ
ー
ザ
ー

サ
ラ
ダ　
講
松
野
陽
さ
ん（
大
阪
成
蹊
短
期
大

学
教
授
）　
￥
500
円　
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
ふ
き
ん（
台
拭
き
、
食
器
用
）　
申
講
座

名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号

を
、
4
月
25
日（
木
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
館
窓
口（
〒
611
・

0
0
0
２
木
幡
河
原
3
︲
12　

FAX
39
・

９
２
0
0　

jinkenkeihatsu@
city.uji.

kyoto.jp

）へ
。

お
は
な
し
の
へ
や

時
所
◎
5
月
4
日（
祝
）＝
西
宇
治
図
書
館
◎
5

月
18
日（
土
）＝
中
央
図
書
館
。
い
ず
れ
も
午
後

３
時
半
～
４
時
◎
5
月
25
日（
土
）午
前
11
時
～

11
時
半
＝
東
宇
治
図
書
館　
内「
お
は
な
し
た

ま
て
ば
こ
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
素
話

5
月
の
休
館
日

　
1
日（
祝
）・
7
日（
火
）～
9
日（
木
）・
13
日

（
月
）～
15
日（
水
）・
20
日（
月
）・
23
日（
木
）・

27
日（
月
）

※
5
月
1
日
は
祝
日
で
す
が
休
館
し
ま
す

図
書
館
お
す
す
め
の
本

　
10
歳
の
章
子
に
届
い
た
、
20
年
後
の
自

分
か
ら
の
手
紙
。

　
「
未
来
は
希
望
に
満
ち
て
い
る
」と
書
か

れ
た
手
紙
に
、
章
子
は
返
事
を
書
き
ま

す
。
自
分
の
境
遇
、
亡
く
な
っ
た
父
の
こ

と
、
精
神
を
病
ん
だ
母
の
こ
と
⋮
⋮
。

　
返
事
を
書
く
こ
と
で
自
分
を
励
ま
し
、

い
じ
め
や
虐
待
等
、
次
々
と
訪
れ
る
過
酷

な
現
実
に
立
ち
向
か
う
姿
に
涙
が
こ
ぼ
れ

ま
す
。
強
く
生
き
た
い
と
思
わ
せ
る
長
編

小
説
で
す
。

﹁
未
来
﹂

湊 

か
な
え　
著　
　
　
双
葉
社

今
夏
、
長
崎
を
取
材
す
る「
親
子
記

者
」を
募
集

　
8
月
8
日（
木
）～
11
日（
祝
）に
長
崎
市
内

（
原
爆
資
料
館
等
）で
原
爆
の
被
害
や
平
和
の
大

切
さ
を
学
び
、
新
聞
を
作
る「
親
子
記
者
」を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
日
本
非
核
宣
言
自
治
体

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
HPhttp://w

w
w
.

nucfreejapan.com

）で
確
認
出
来
ま
す
。

申
5
月
7
日（
火
）ま
で

文
化
•
芸
術
•
歴
史

市
民
交
流
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●●
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

時
4
月
23
日（
火
）午
後
0
時
15
分
～
0
時
45
分　

所
市
役
所
1
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー　
《
出
演
》大

岩
美
澄（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）、
宮
﨑
愛
美（
サ
ク

ソ
フ
ォ
ン
）、
古
島
ま
り
子（
ピ
ア
ノ
）　
《
曲

目
》Duo concertant 

／ 

サ
ウ
ン
ド
・
オ

ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
メ
ド
レ
ー 

他　
問
文
化

自
治
振
興
課
文
化
係

図
書
館

中
央
図
書
館
　〒

611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

　
　
　
　

  

39
・
9
2
5
6
FAX
39
・
9
2
5
7

お
は
な
し
会

時
所
◎
5
月
5
日（
祝
）＝
中
央
図
書
館
◎
5
月

12
日（
日
）＝
東
宇
治
図
書
館
。
い
ず
れ
も
午
後

３
時
半
～
４
時　
対
幼
児
～　
内
手
あ
そ
び
、

読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
等

中
央
図
書
館

問
同
館

●●
気
分
は
も
う
江
戸
時
代　
～
時
代
小
説

を
読
む
～

　
長
ら
く
読
み
継
が
れ
て
い
る
名
作
か
ら
、
最

近
人
気
の
作
家
の
作
品
ま
で
幅
広
く
時
代
小
説

を
展
示
・
貸
出
し
ま
す
。

時
4
月
29
日（
祝
）～
5
月
19
日（
日
）　

東
宇
治
図
書
館

問
同
館（

39
・
９
1
8
２
）

●●
わ
く
わ
く
！
コ
ラ
ボ
お
は
な
し
会

﹁
人
形
劇
×
え
ほ
ん
﹂

時
5
月
6
日（
休
）午
後
2
時
～
2
時
50
分　
所

東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
対
幼
児
～

小
学
校
低
学
年
と
保
護
者　

講
人
形
劇
団

「
あ
」、
ば
び
ぶ
べ
パ
ペ
ッ
ト
の
皆
さ
ん

●●
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
０
・
１
・
２

　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
他
、
手
遊

び
・
わ
ら
べ
歌
等
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
絵
本

の
読
み
方
や
選
び
方
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

す
。　
時
5
月
22
日（
水
）午
前
10
時
半
～
11
時　

対
0
～
2
歳
児
と
保
護
者

西
宇
治
図
書
館

問
同
館（

39
・
９
２
２
6
）

●●
お
は
な
し　
お
は
な
し　
ド
ン
ド
コ
ド
ン

時
4
月
29
日（
祝
）午
後
3
時
～
4
時　
所
西
小

倉
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
対
幼
児
～
小
学
生
と

保
護
者　
内
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
、
大
型
絵
本
等　

講
な
ん
り
ょ
う
文
庫
、

サ
ー
ク
ル
さ
ん
り
ん
し
ゃ
の
皆
さ
ん

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相　
談

9 8

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33）
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史



源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
東
内
45
‐
26

39
・
9
3
0
0
FAX
39
・
9
3
0
1

連
続
講
座

　
今
年
度
の
連
続
講
座
は
、『
源
氏
物
語
』の
世

界
、
背
景
を
考
え
る
べ
く
、『
源
氏
物
語
』に
登

場
す
る
帝
や
皇
子
に
注
目
し
な
が
ら
、
平
安
時

代
の
天
皇
や
、
歴
代
の
天
皇
が
育
ん
だ
文
化
に

つ
い
て
、
多
角
的
に
迫
り
ま
す
。

●●
源
氏
物
語
の
プ
リ
ン
ス
―
平
安
時
代
の

天
皇
と
そ
の
文
化
―
①『
源
氏
物
語
』の
桐

壺
帝
と
そ
の
皇
子
た
ち

　
第
1
回
は
桐
壺
帝
と
そ
の
皇
子
た
ち
に
つ
い

て
で
す
。
光
源
氏
を
は
じ
め
帝
の
皇
子
た
ち

（
男
女
合
わ
せ
て
十
数
名
）の
存
在
、
政
治
的
な

側
面
に
着
目
し
、
物
語
を
読
み
解
き
ま
す
。　

時
5
月
16
日（
木
）午
後
2
時
～
3
時
半　
定
抽

80
人　
講
吉
海
直
人
さ
ん（
同
志
社
女
子
大
学

教
授
）　
￥
600
円　
申
往
復
は
が
き
に
、
連
続

講
座
第
1
回
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電

話
番
号
を
書
き
、
4
月
30
日（
休
）ま
で（
必
着
）

に
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
。
1
枚
の
は
が
き
に

つ
き
1
人
ま
で（
持
参
の
場
合
は
、
返
信
用
は

が
き
だ
け
で
可
）。

文
化
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

39
・
9
3
3
3
FAX
39
・
9
3
3
9

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
HPhttp://ujibunka.or.jp/

）で
確

認
出
来
ま
す
。

開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
添
え
、
同
館
窓
口

（

46
・
0
6
8
8
）へ
。

●●
や
さ
し
い
英
会
話
教
室

時
5
月
16
日
～
8
月
29
日
の
木
曜
日
、
午
後
6

時
～
8
時（
休
講
日
あ
り
）（
15
回
）　
定
15
人　

￥
1
万
2
千
円（
別
途
要
教
材
費
）　
申
4
月
16

日（
火
）～

●●
ヨ
ー
ガ
教
室

時
5
月
16
日
～
6
月
20
日
の
木
曜
日
、
午
前
10

時
～
11
時
半（
6
回
）　
定
20
人　
￥
3
千
円　

申
4
月
16
日（
火
）～

●●
レ
ッ
ツ
ク
ッ
ク
教
室

時
5
月
16
日（
木
）午
後
1
時
半
～
4
時
半　
定

男
性
16
人　
￥
1
5
0
0
円　
申
4
月
16
日

（
火
）～

●●
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室

時
6
月
8
日
～
8
月
24
日
の
土
曜
日
、
午
前
9

時
半
～
正
午（
休
講
日
あ
り
）（
10
回
）　
定
初
心

者
3
人
、
経
験
者
6
人　
￥
9
千
円（
別
途
要

教
材
費
）　
申
5
月
8
日（
水
）～

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
府
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
申
各
受
付

開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
添
え
、
同
セ
ン
タ
ー

窓
口（

46
・
0
6
8
8
）へ
。

●●
エ
ク
セ
ル
初
級

時
5
月
20
日
～
6
月
6
日
の
月
・
木
曜
日
、
午

後
6
時
半
～
9
時（
6
回
）　
定
10
人　
￥
1
万

5
千
円　
申
4
月
20
日（
土
）～

●●
エ
ク
セ
ル
初
級

時
6
月
1
日
～
7
月
6
日
の
土
曜
日
、
午
後
1

時
～
3
時
半（
6
回
）　
定
10
人

￥
1
万
5
千

円　
申
5
月
1
日（
祝
）～

●●
エ
ク
セ
ル
初
級

時
6
月
2
日
～
7
月
7
日
の
日
曜
日
、
午
前
9

参
加
型
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」出
演
者

募
集

　
7
月
28
日（
日
）に
公
演
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

に
、
プ
ロ
の
劇
団
と
共
に
出
演
し
ま
せ
ん
か
。

経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
下
さ
い
。　
定
先

50
人　
申
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
書
き
、

4
月
23
日（
火
）～
5
月
8
日（
水
）（
消
印
有
効
）

に
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
国
立
舞
台

サ
ー
カ
ス

　
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ

ド
キ
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
シ
ョ
ー
！　
時

8
月
8
日（
木
）午
後
2
時
～
3
時
10
分　
所
同

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル　
￥
２
8
0
0
円（
全
席

指
定
。
３
歳
未
満
は
膝
上
で
の
無
料
鑑
賞
可
）

《
チ
ケ
ッ
ト
は
次
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
4
月
20

日（
土
）午
前
10
時
か
ら
販
売
開
始
》

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光

案
内
所（
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
）、
市
内
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
宇
治
東
、
ケ

イ
・
ネ
ッ
ト
平
和
堂
京
田
辺
店（
文
化
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
購
入
出
来
ま

す
。
電
話
予
約
・
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
は
４
月
20

日（
土
）午
後
1
時
か
ら
）

産
業・消
費
生
活・求
人

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館

対
府
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
申
各
受
付

時
半
～
正
午（
6
回
）　
定
10
人　
￥
1
万
5
千

円　
申
5
月
2
日（
休
）～

●●
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

時
6
月
10
日
～
6
月
27
日
の
月
・
木
曜
日
、
午

後
6
時
半
～
9
時（
6
回
）　
定
10
人　
￥
1
万

5
千
円　
申
5
月
10
日（
金
）～

●●
は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド（
活
用
）

時
5
月
17
日
～
29
日
の
月
・
水
・
金
曜
日
、
午

前
9
時
半
～
午
後
3
時
半（
6
回
）　
定
10
人　

￥
1
万
5
千
円　
申
4
月
18
日（
木
）～

●●
は
じ
め
て
の
エ
ク
セ
ル（
活
用
）

時
5
月
31
日
～
6
月
12
日
の
月
・
水
・
金
曜

日
、
午
前
9
時
半
～
午
後
3
時
半（
6
回
）　
定

10
人　
￥
1
万
5
千
円　
申
4
月
30
日（
休
）～

●●
は
じ
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門

時
6
月
14
日
～
24
日
の
月
・
水
・
金
曜
日
、
午

前
9
時
半
～
午
後
3
時
半（
休
講
日
あ
り
）（
4

回
）　
定
10
人　
￥
1
万
円（
別
途
要
教
材
費
）　

申
5
月
14
日（
火
）～

●●Pow
er●Point2013

日
商
P
C
検

定
試
験（
プ
レ
ゼ
ン
資
料
作
成
3
級
編
）

時
5
月
21
日
～
6
月
25
日
の
火
・
土
曜
日
、
午

後
7
時
～
9
時（
11
回
）　
定
10
人　
￥
1
万

6
5
0
0
円（
別
途
要
教
材
費
）　
申
4
月
21

日（
日
）～

サ
ポ
ス
テ
京
都
南
・
就
活
セ
ミ
ナ
ー

＆
個
別
相
談
会

時
4
月
22
日（
月
）午
後
1
時
半
～
5
時　
所
産

業
会
館　
対
15
歳
か
ら
39
歳
で
仕
事
に
つ
い
て

い
な
い
人（
学
生
を
除
く
）ま
た
は
そ
の
家
族　

内
①「
就
活
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
座（
午
後
1
時

半
～
2
時
45
分
）」（
定
10
人
）②「
職
業
適
性
診

断
と
個
別
相
談
」（
午
後
3
時
～
5
時
の
間
で
、

1
人
30
分
程
度
）　
問
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

す
る
７
時
間　
《
報
酬（
月
額
）》12
万
３
6
0

0
円（
他
手
当
あ
り
）

催

　し

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

問
同
セ
ン
タ
ー（

39
・
９
２
8
1
）

●●
お
母
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

時
5
月
11
日（
土
）午
前
9
時
半
～
11
時
半　
対

市
内
在
住
の
小
学
生
～
中
学
生　
内
母
の
日
の

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

●●
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
体
験
し
て
み
よ
う

時
5
月
11
日（
土
）午
前
10
時
半
～
正
午　
対
市

内
在
住
の
幼
児
～
中
学
生（
幼
児
は
保
護
者
要

同
伴
）　
講
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
研
究
会
宇
治
の
皆

さ
ん●

●
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
員
の
募
集

時
６
月
～
32
年（
２
0
２
0
年
）３
月
の
土
曜

日（
各
ク
ラ
ブ
月
１
～
２
回
）　
対
市
内
在
住
の

小
学
生
～
中
学
生　
定
抽
各
10
～
25
人　
内
茶

道
、
音
楽
、
科
学
、
手
芸
、
料
理
、
木
工
、
ス

ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
一
輪
車
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ　

￥
無
料（
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
要
材
料
費
）　
申
4

月
25
日（
木
）～
27
日（
土
）に
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

へ
。

2
0
1
9
槇
島
コ
ミ
セ
ン

健
康
春
ま
つ
り

時
5
月
18
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
0
時
半　

内
医
療
講
演
会
、
み
ん
な
の
体
操
、
血
圧
・
血

管
年
齢
測
定
、
各
種
相
談
、
減
塩
食
試
食 

等　

問
同
セ
ン
タ
ー（

39
・
９
1
8
９
）

テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南（

54
・
5
３
8
0
）

市
立
保
育
所
保
育
職
員（
非
常
勤
職
員
）

《
任
用
期
間
》採
用
決
定
日
～
32
年（
２
0
２
0

年
）３
月
31
日（
更
新
あ
り
）　
《
募
集
人
数
》各

若
干
名　
《
選
考
方
法
》面
接　
申
市
販
の
履
歴

書（
要
写
真
）に
、
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
は

保
育
士
証
の
写
し
を
添
え
、
5
月
８
日（
水
）ま

で
に
、
保
育
支
援
課
窓
口
へ（
代
理
可
、
郵
送

不
可
）。

●●
保
育
士

《
勤
務
内
容
》フ
リ
ー
業
務
の
保
育
を
担
当　

《
資
格
》保
育
士
資
格
を
有
す
る
人　
《
勤
務
地
》

市
立
保
育
所（
異
動
あ
り
）　
《
勤
務
日
時
》◎
月

～
金
曜
日
の
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

（
平
日
の
う
ち
1
日
休
日
）◎
土
曜
日
の
午
前
８

時
半
～
正
午　
《
報
酬（
月
額
）》17
万
500
円（
他

手
当
あ
り
）

●●
パ
ー
ト
保
育
職
員
①

《
勤
務
内
容
》正
職
保
育
士
の
勤
務
時
間
外
に
保

育
を
担
当（
資
格
不
問
）　
《
勤
務
地
》小
倉
双
葉

園
・
善
法
・
西
小
倉
保
育
所
の
い
ず
れ
か　

《
勤
務
日
時
》◎
月
～
金
曜
日
の
午
前
７
時
半
～

９
時
と
午
後
４
時
半
～
６
時
半
の
間
で
指
定
す

る
３
時
間
◎
土
曜
日
の
午
前
７
時
半
～
９
時
と

正
午
～
午
後
６
時
半
の
間
で
指
定
す
る
７
時
間　

《
報
酬（
月
額
）》10
万
5
6
0
0
円（
他
手
当
あ

り
）●

●
パ
ー
ト
保
育
職
員
②

《
勤
務
内
容
》正
職
保
育
士
の
勤
務
時
間
外
に
保

育
を
担
当（
資
格
不
問
）　
《
勤
務
地
》木
幡
保
育

所　
《
勤
務
日
時
》◎
月
～
金
曜
日
の
午
前
７
時

～
９
時
と
午
後
４
時
半
～
７
時
の
間
で
指
定
す

る
３
・
５
も
し
く
は
４
時
間
◎
土
曜
日
の
午
前

７
時
～
９
時
と
正
午
～
午
後
７
時
の
間
で
指
定

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　談

11 10
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文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し



宇
治
み
ど
り
の
学
校

問
公
園
公
社（

39
・
９
３
９
３
）　

●●
身
近
な
野
生
植
物
観
察
会

　
草
本
植
物
の
名
前
や
生
態
な
ど
を
講
師
の
解

説
を
聞
き
な
が
ら
観
察
し
ま
す
。　
時
4
月
20

日（
土
）午
前
10
時
～
正
午　
所（
行
程
）近
鉄
向

島
駅
改
札
前
→
宇
治
川
沿
い
→
近
鉄
向
島
駅　

定
先
25
人　
講
田
中
徹
さ
ん（
京
都
植
物
同
好

会
代
表
）　
￥
500
円　
持
水
筒
、
筆
記
用
具
、

雨
具
、
所
持
者
は
ル
ー
ペ
な
ど
観
察
用
具　
申

4
月
16
日（
火
）か
ら
、
電
話
で
、
同
公
社
へ
。

●●
種
苗
交
換
会
と
ミ
ニ
講
習
会

　
ミ
ニ
講
習
会
の
テ
ー
マ
は「
た
ね
ダ
ン
ゴ
作

り
」で
す
。　
時
6
月
2
日（
日
）午
後
1
時
半

～
3
時
半　
所
植
物
公
園　
対
種
苗
な
し
で
の

参
加
は
不
可　
定
先
20
人　
￥
200
円（
別
途
要

同
公
園
の
入
園
料
・
駐
車
料
金
）　
持
自
分
で

育
て
た
種
苗（
鉢
に
植
え
ら
れ
て
い
て
し
っ
か

り
根
付
い
た
も
の
、
植
物
名
を
明
記
、
種
苗
登

録
品
種
は
除
く
）、
持
ち
帰
り
袋
、
ゴ
ム
手
袋
、

タ
オ
ル　
申
5
月
8
日（
水
）か
ら
、
電
話
で
、

同
公
社
へ
。

植
物
公
園

〒
611
・
0
0
3
1
広
野
町
八
軒
屋
谷
25
‐
1

39
・
9
3
8
7
FAX
39
・
9
3
8
8

　
い
ず
れ
も
詳
し
く
は
同
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
HPhttp://w

w
w

.uji-citypark.jp/
botanical/

）で
確
認
出
来
ま
す
。
展
示
会
・

講
習
会
に
は
入
園
料
が
必
要
。
毎
週
土
曜
日
は

市
内
の
小
・
中
学
生
の
入
園
は
無
料
で
す
。

展
示
会

の
運
行
や
様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
参
加

体
験
出
来
る
催
し
を
日
替
わ
り
で
行
い
ま
す
。

こ
い
の
ぼ
り
の
展
示
や
端
午
の
節
句
の
紹
介
な

ど
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、
植
物
に
関
し
て
学
ん

だ
り
、
幅
広
い
世
代
で
楽
し
め
る
催
し
で
す
。

今
年
の
G
W
は
植
物
公
園
で
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。　
時
4
月
27
日（
土
）～
5
月
6
日

（
休
） （
期
間
中
全
日
開
園
）

●●
緑
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　
植
物
公
園
と
府
立
山
城
運
動
公
園（
太
陽
が

丘
）を
巡
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。

　
両
公
園
に
設
置
さ
れ
た
合
計
7
カ
所
の
ポ
イ

ン
ト（
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
3
カ
所
、
キ
ー

ワ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
4
カ
所
）を
全
て
通
過
し

ゴ
ー
ル
す
る
と
花
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

（
先
着
千
人
）。
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
は
、
市
の
主
な

公
共
施
設
に
あ
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
も
出
来
ま
す（
当
日
は
両
公
園
で
ラ
リ
ー

カ
ー
ド
を
配
布
）。　
時
4
月
29
日（
祝
）、
午

前
9
時
半
～
午
後
3
時（
荒
天
中
止
、
ゴ
ー
ル

は
午
後
3
時
半
ま
で
）

緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
み
ど
り
の
会
・

春
展

時
4
月
17
日（
水
）～
5
月
8
日（
水
）　
内
緑
の

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
等
に
係
わ
る
展
示
、
緑
化
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア「
み
ど
り
の
会
」の
活
動
紹
介
、
寄

せ
植
え
展
示
、
都
市
緑
化
基
金
の
紹
介

問
公
園
緑
地
課

ハ
ー
ブ
＆
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
を
中
心
に
緑
化
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア「
み
ど
り
の
会
」に
よ
る
ハ
ー
ブ
や
バ

ラ
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
案
内
、
木
津

高
等
学
校
の
協
力
に
よ
る
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
試

●●
春
の
山
野
草
展

　
春
咲
き
の
山
野
草
や
寄
せ
植
え
等
、
約
80

鉢
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
即
売
も
あ
り
ま
す
。

時
4
月
26
日（
金
）～
28
日（
日
）

●●
ハ
ー
ブ
展

　
ハ
ー
ブ
約
100
種
類（
品
種
含
む
）の
実
物
と
説

明
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

時
5
月
10
日（
金
）～
19
日（
日
）

6
月
の
講
習
会

申
開
催
日
の
１
カ
月
前
か
ら
、
電
話
か
同
園

窓
口
へ
。

●●
バ
ラ
の
育
て
方
①
～
春
バ
ラ
後
の
管
理

を
知
ろ
う
～

　
開
花
後
の
手
入
れ
と
夏
の
過
ご
し
方
、
つ

る
バ
ラ
の
手
入
れ
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
ま

す
。

時
6
月
8
日（
土
）午
後
1
時
半
～
3
時
半　

定
先
30
人

●●
庭
木
の
手
入
れ
①
～
庭
木
の
性
質
～

　
庭
木
の
特
徴
と
生
育
環
境
に
つ
い
て
話
し

ま
す
。

時
6
月
15
日（
土
）午
後
1
時
半
～
3
時
半　

定
先
30
人

見
頃
の
植
物

《
園
内
》サ
ト
ザ
ク
ラ（
約
20
品
種
130
本
。
4
月

中
旬
）、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
、

シ
ャ
ー
レ
ー
ポ
ピ
ー 

等　
《
温
室
》ラ
ン
類
、

ム
ユ
ウ
ジ
ュ
、
オ
オ
ホ
ウ
カ
ン
ボ
ク
、
カ
カ
オ

（
実
）、
サ
ン
ジ
ャ
ク
バ
ナ
ナ（
実
） 

等

花
と
〇
〇
の
10
日
間
～
ち
ょ
っ
と
長

め
の
G
W
で
す
よ
ね
ぇ
～

　
緑
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
始
め
、
ミ
ニ
鉄
道

飲
な
ど
の
催
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ー
ブ

の
鉢
展
示
や
ハ
ー
ブ
グ
ッ
ズ
の
展
示
も
あ
り
ま

す
。　
時
5
月
10
日（
金
）～
19
日（
日
）

ア
ク
ト
パ
ル
宇
治

〒
601
・
1
3
9
2
西
笠
取
辻
出
川
西
1

075
・
575
・
3
5
0
1
FAX
075
・
575
・
3
5
1
1

　
い
ず
れ
も
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
HPhttp://w

w
w
.actpal-uji.

com
/

）で
確
認
出
来
ま
す
。　
申（
①
・
②
共

通
）催
し
名
、
代
表
者
の
住
所
・
電
話
番
号
、

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
、
②
は
希
望
日

を
、
各
申
込
期
限
ま
で（
消
印
有
効
）に
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム

で
ア
ク
ト
パ
ル
宇
治
へ
。
当
選
者
の
み
通
知

（
当
落
に
関
わ
ら
ず
通
知
を
希
望
す
る
場
合
は
、

往
復
は
が
き
で
の
申
し
込
み
が
必
要
）。

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

時
内
◎
5
月
26
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
3
時

＝
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ

ン
グ
◎
7
月
21
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
3
時

＝
流
し
そ
う
め
ん
、
ス
イ
カ
割
り
◎
9
月
15
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
3
時
＝
藍
染
、
陶
芸
◎

12
月
1
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
3
時
＝
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
、
お
楽
し
み
会
◎
32
年

（
２
0
２
0
年
）2
月
1
日（
土
）午
後
1
時
～

2
日（
日
）午
後
2
時（
1
泊
2
日
）＝
宿
泊
、
た

き
火
、
茶
香
服
、
記
念
工
作
。
計
5
回　
対
家

族（
4
歳
～
）　
定
抽
12
家
族
程
度　
￥
1
家
族

3
万
円（
5
回
分
）　
申
4
月
15
日（
月
）～
5
月

7
日（
火
）

②
茶
つ
み
体
験
&
茶
団
子
づ
く
り

時
5
月
11
日（
土
）・
12
日（
日
）・
18
日（
土
）・

19
日（
日
）午
後
0
時
半
～
4
時　
対
4
歳
～　

工
務
課

公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
が
拡
大

　
3
月
15
日
か
ら
公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
新
た
に
使
え
る
よ
う

に
な
る
の
は
次
の
地
域
の
一
部
で
す
。
公
共
下

水
道
が
使
え
る
地
域
の
人
は
、
出
来
る
限
り
早

く
接
続
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。　
問
下
水
道

管
理
課

《
洛
南
処
理
区
》神
明
宮
北
・
石
塚
、
広
野
町
丸

山環
境
企
画
課

問
同
課

●●
家
庭
向
け
自
立
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
事
業
費
補
助
金

　
住
宅
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
化
を
促
進

し
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
図
る
た
め
に
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
設
備
を
同
時
に
設
置

（
購
入
）す
る
個
人
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
申
し
込
み
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
事
前

に
環
境
企
画
課
に
申
請
が
必
要
で
す
。

対
次
の
と
お
り

◎
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

◎
市
内
の
戸
建
専
用
住
宅
に
居
住
す
る
人

◎
自
宅
の
敷
地
内
に
、
次
に
該
当
す
る
住
宅
用

太
陽
光
発
電
・
蓄
電
設
備
を
こ
れ
か
ら
設
置
す

る
人

・
31
年
度
中
に
購
入
・
設
置
し
使
用
開
始
す
る

も
の

・
展
示
や
販
売
等（
住
宅
と
一
体
的
に
販
売
す

る
場
合
を
含
む
）の
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で

は
な
い
も
の

・
景
観
法
等
の
法
令
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

※
そ
の
他
、
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問

定
抽
各
回
50
人　
￥
1
家
族
1
5
0
0
円（
茶

団
子
材
料
4
～
5
人
分
・
保
険
代
）　
持
ビ

ニ
ー
ル
袋
・
雨
具（
カ
ッ
パ
）　
申
4
月
15
日

（
月
）～
27
日（
土
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
大
会
後
大
浴
場
が
利
用
出
来
ま
す（
シ
ャ
ン

プ
ー
、
タ
オ
ル
は
持
参
）。　
時
5
月
9
日（
木
）

午
前
9
時
半
～
午
後
3
時　
定
先
100
人　
￥
900

円　
申
5
月
2
日（
休
）～
8
日（
水
）に
、
ア
ク

ト
パ
ル
宇
治（
予
約
専
用
電
話

075
・
575
・

３
5
３
5
）へ
。

住
ま
い・環
境・資
源

道
路
占
用
料
条
例
、
準
用
河
川
占
用

料
条
例
及
び
水
路
使
用
料
条
例
を
一

部
改
正

　
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
出
来
ま
す
。
不
明
な
点
等
は
建
設
総

務
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
料
金
等
の
改
定

　
10
月
1
日
か
ら
消
費
税
率
が
10
％
に
引
き
上

げ
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
上
下
水
道
料
金
、
加

入
金
に
か
か
る
消
費
税
率
を
改
定
し
ま
す
。

◎
上
下
水
道
料
金
＝
31
年
度
５
期
分（
検
針
が

偶
数
月
の
場
合
は
12
月
、
奇
数
月
の
場
合
は
32

年（
２
0
２
0
年
）１
月
検
針
分
）か
ら
。
た
だ

し
、
10
月
１
日
以
降
に
使
用
を
開
始
し
た
場
合

の
31
年
度
４
期
分（
11
月
検
針
分
）は
、
新
税
率

を
適
用
。　
問
営
業
課

◎
加
入
金
＝
10
月
１
日
受
け
付
け
分
か
ら　
問

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　談

13 12
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住
ま
い・

環
境・資
源

催
し



い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

《
補
助
金
額
》次
の
と
お
り

◎
太
陽
光
発
電
設
備
＝
最
大
出
力
値
に
１
k

Ｗ
当
た
り
1
万
円
を
乗
じ
た
額（
上
限
4
万
円
）

◎
蓄
電
池
＝
蓄
電
容
量
に
１
k
Ｗ
ｈ
当
た
り

4
万
円
を
乗
じ
た
額（
上
限
24
万
円
）

※
い
ず
れ
も
設
置
費
用
の
1
/
２
が
上
限

申
必
要
書
類
を
、
12
月
27
日（
金
）ま
で（
必
着
）

に
同
課
窓
口
へ
。
た
だ
し
、
予
算
額
に
達
し
た

時
点
で
受
付
を
終
了
。

●●
ス
ズ
メ
バ
チ
対
策
用
ハ
チ
ト
ラ
ッ
プ
を

配
布
し
ま
す

　
4
月
か
ら
5
月
に
か
け
て
、
越
冬
か
ら
目
覚

め
た
女
王
バ
チ
が
巣
作
り
の
た
め
に
庭
木
等
に

飛
来
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
ハ

チ
ト
ラ
ッ
プ（
罠
）を
し
か
け
、
女
王
バ
チ
を
捕

殺
す
る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
に
巣
を
作
ら
せ
な

い
効
果
が
期
待
出
来
ま
す
。
ま
た
、
ハ
チ
ト

ラ
ッ
プ
の
製
作
方
法
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

《
配
布
場
所
》同
課
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　
《
配
布
期
間
》４
月
15
日（
月
）～
な
く
な

り
次
第
終
了（
1
人
に
つ
き
1
つ
。
誘
引
液

〈
酒
・
酢
・
砂
糖
等
の
混
合
液
〉は
配
布
し
て
い

ま
せ
ん
）

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
主
催
者
等
賠

償
責
任
保
険
加
入
団
体
の
募
集

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
る
団
体
の
構
成

員
が
、
そ
の
活
動
中
に
、
行
事
運
営
上
の
過
失

に
よ
り
行
事
参
加
者
な
ど
の
第
三
者
の
身
体
・

財
物
に
損
害
を
与
え
、
法
律
上
の
損
害
賠
償
責

任
を
負
っ
た
時
に
そ
れ
を
補
償
す
る
保
険
で
す

（
傷
害
保
険
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。　
《
募
集
対

象
》社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

時
5
月
8
日（
水
）午
後
１
時
～
４
時　
所
市
役

所
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー　
問
こ
ど
も
福

祉
課●

●
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
セ
ン
タ
ー
の

開
設

時
5
月
21
日（
火
）午
後
1
時
半
～
4
時
半　
所

市
役
所
2
階
201
会
議
室　
対
税
理
士
ま
た
は
税

理
士
法
人
が
関
与
し
て
い
な
い
納
税
者
。
税
目

は
不
問　
定
先
6
人（
1
人
30
分
、
予
約
制
）　

申
近
畿
税
理
士
会
宇
治
支
部
事
務
局（

64
・

6
6
5
0
）へ
。

●●
閉
庁
時
に
国
保
保
険
料
の
納
付
受
付
と

相
談
窓
口
を
開
設

◎
夜
間
＝
5
月
9
日
～
30
日
の
木
曜
日
、
午
後

6
時
～
8
時
◎
休
日
＝
5
月
12
日（
日
）・
26
日

（
日
）午
前
9
時
半
～
午
後
0
時
半　
問
国
民
健

康
保
険
課

●●
人
権
相
談

時
5
月
9
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
3
時　
所

市
役
所
8
階
大
会
議
室　
問
人
権
啓
発
課

●●
就
労
相
談

時
5
月
7
日（
火
）・
20
日（
月
）午
前
9
時
～
11

時
半　
所
市
役
所
1
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー　
申

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
に
相
談
を
希
望
す
る
人
は

開
催
日
の
3
営
業
日
前
ま
で
に
産
業
振
興
課

へ
。　
問
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク（

075
・
682
・

8
９
1
5
）、
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
京
都
南（

54
・
5
３
8
0
）

献
血

時
5
月
27
日（
月
）◎
午
前
10
時
～
正
午
◎
午
後

1
時
～
3
時
半　
所
コ
ー
ナ
ン
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
北

店（
宇
治
里
尻
）　
問
健
康
生
き
が
い
課

シ
ョ
ン
・
福
祉
団
体 

等　
《
保
険
料
》無
料　

《
有
効
期
間
》認
定
を
受
け
た
翌
日
の
午
前
０
時

～
32
年（
２
0
２
0
年
）４
月
１
日
、
午
後
４

時　
問
保
険
内
容
や
申
込
方
法
の
詳
細
は
、
活

動
に
関
係
す
る
市
役
所
の
各
課
窓
口
へ
。
更
新

の
場
合
も
改
め
て
手
続
き
が
必
要
。

審
議
会
等
の
傍
聴

　
関
連
資
料
は
当
日
、
市
役
所
1
階
行
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
で
縦
覧
出
来
ま
す
。

●●
生
涯
学
習
審
議
会

時
4
月
19
日（
金
）午
後
2
時
～　
所
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　
定
先
5
人　
内
生
涯
学
習
の
振
興

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て　
申
当
日
午
後
1
時

半
～
1
時
50
分
に
開
催
場
所
受
付
へ
。　
問
生

涯
学
習
課

●●
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
協
議
会

時
4
月
19
日（
金
）午
前
10
時
～　
所
市
役
所
8

階
大
会
議
室　
定
先
10
人　
内
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
の
進
捗
評
価
及
び
中
間
評
価
に
つ

い
て　
申
当
日
午
前
9
時
半
～
9
時
50
分
に
開

催
場
所
受
付
へ
。　
問
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
相

　談

●●
行
政
相
談

時
5
月
16
日（
木
）午
後
1
時
～
4
時　
所
市
役

所
6
階
602
会
議
室　
問
文
化
自
治
振
興
課
市
民

相
談
係

●●
出
張
里
親
相
談
会

　
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
が
里
親
に
関
す

る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

納期限

4月16日〜6月15日のし尿収集日程 城南衛生管理組合　 075-631-5171
収集漏れは収集口側から確認し翌日（土・日・祝日を除く）に上記組合へ　

●5月7日 固定資産税一括・第1期納期限

笠取・炭山 4/23、5/17、6/7 笠取、二尾 5/6・24、6/14 炭山（吹越除く）
5/7・27 池尾、炭山（吹越のみ）

六地蔵 4/26、5/22、6/12 六地蔵（ＪＲ以西全域） 4/16、5/10・30 六地蔵（ＪＲ以東全域）
木　幡 4/26、5/22、6/12 木幡（ＪＲ以西全域） 4/16、5/10・30 木幡（ＪＲ以東全域）

五ケ庄

4/27、5/23、6/13 北ノ庄、西田、古川、寺界道、大林、谷前、野添、芝ノ東（ＪＲ以西）、西浦（ＪＲ以西）、新開（JR以西）、平野（ＪＲ
以西）、折坂（ＪＲ以西）､ 福角（ＪＲ以西）

4/26、5/22、6/12 壇ノ東 4/16、5/10・30 芝ノ東（ＪＲ以東）
5/6・24、6/14 日皆田、岡本、上村、大八木島、一里塚、戸ノ内、瓦塚、梅林

5/9・29 一番割、二番割、三番割、福角（ＪＲ以東）、折坂（ＪＲ以東）、平野（ＪＲ以東）、新開（ＪＲ以東）、西浦（ＪＲ以東）、
広岡谷

莵　道
5/6・24、6/14 平町（京滋バイパス以北） 5/7・27 大垣内、荒槇、田中（ＪＲ以東）
5/8・28 西中、東中、段ノ上、大谷、河原、只川、池山、妙見、岡谷、門前、中筋、谷下り（ＪＲ以東）

5/9・29 丸山、田中（ＪＲ以西）、谷下り（ＪＲ以西）、出口、藪里、車田、平町（京滋バイパス以南）、森本、西隼上り、東隼上
り

宇　治・
白　川・
志津川　

5/8・28 志津川 5/7・27 東内、又振、紅斉、山田、乙方、山本
4/16、5/10・30 蔭山、御廟 4/18、5/13、6/3 蛇塚、弐番（府道以北）
4/22、5/16、6/6 白川、金井戸
4/23、5/17、6/7 野神（市道宇治296号～琵琶台26号線以南）、大谷（権現町除く）、池森、米阪、天神、矢落（JR以北）
4/24、5/20、6/10 矢落（ＪＲ以南）、若森、弐番（府道以南）、半白、樋ノ尻、戸ノ内、野神（市道宇治296号～琵琶台26号線以北）

4/25、5/21、6/11 妙楽（県神社お旅線以南186番地～）、壱番（県神社お旅線以南）、琵琶、大谷（権現町のみ）、下居、善法、東山、
里尻（ＪＲ以北）、小桜

4/26、5/22、6/12 妙楽（県神社お旅線以北1 ～ 185番地）、里尻（ＪＲ以南）、壱番（県神社お旅線以北）、宇文字、蓮華、塔ノ川
神　明・
開　町・
羽拍子町

5/9・29 開町、宮北（６３番地～７０番地） 4/19、5/14、6/4 宮東、宮西
4/20、5/15、6/5 宮北（１～６及び６３～７０番地を除く）、羽拍子町、石塚（心華寺通以西）
4/22、5/16、6/6 宮北（１～６番地）、石塚（心華寺通以東）

広野町

5/7・27 茶屋裏、寺山（ＪＲ以西）、西裏、東裏（JR以西）、桐生谷（JR以西）
4/16、5/10・30 大開（大開小学校市道広野町57号線以西）、丸山、中島、小根尾（旧城南高校グラウンド東側郵便ポスト以東）
5/9・29 一里山、桐生谷（JR以東）、東裏（JR以東） 5/8・28 寺山（ＪＲ以東）、尖山、宮谷
4/17、5/11・31 大開（大開小学校市道広野町57号線以東）
4/18、5/13、6/3 小根尾（旧城南高校グラウンド東側郵便ポスト以西）

大久保町 5/7・27 大久保町（｢久保（ＪＲ以東）｣除く） 5/8・28 久保（ＪＲ以東）

槇島町

5/7・27 南落合 4/19、5/14、6/4 一ノ坪
4/25、5/21、6/11 薗場 4/26、5/22、6/12 大幡、北内、門口、幡貫
4/27、5/23、6/13 清水、千足、三十五、二十四、十八、十六、目川、本屋敷
5/6・24、6/14 十一（旧24号線以東）、吹前、石橋、中川原、大町
4/16、5/10・30 五才田、一町田、月夜、落合、西鴫沢、島前、外 5/9・29 郡、大川原、十一（旧24号線以西）

小倉町

5/7・27 新田島、久保、西浦、蓮池、堀池 5/8・28 南浦、南堀池、山際
4/23、5/17、6/7 春日森 4/24、5/20、6/10 天王
4/17、5/11・31 西山（近鉄以西）

5/9・29 神楽田（近鉄以西）、老ノ木、寺内 4/19、5/14、6/4 神楽田（近鉄以東）、西山（近鉄以東）、
東山、西畑、中畑、奥畑

伊勢田町・
安田町

4/18、5/13、6/3 中山、大谷 4/16、5/10・30 毛語
4/17、5/11・31 井尻、北山、若林、浮面、中ノ田、名木、中荒、新中ノ荒、ウトロ、南山
5/7・27 遊田、中遊田、西遊田、砂田、安田町
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記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33）
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。
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各課からのコラムをご紹介！の

［ 発 行 ］ 宇治市　　［ 編 集 ］ 秘書広報課
〒611-8501 宇治市宇治琵琶 33　　 22-3141（代表）　　20-8779FAX

https://www.city.uji.kyoto.jp/

宇治市
ホームページ

https://www.facebook.com/ujicity

宇治市公式
Facebook

https://www.youtube.com/user/ujicity

宇治市公式
YouTube
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ン
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採
用
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。
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リ
ー
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を
満
た
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印
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紙
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市政だよりへのご意見・ご感想をお寄せください

「4月15日号について」の読者アンケート
市ホームページから回答出来ます

ご意見・ご感想は、はがき、ファクス、
メールで随時受付をしています。
秘書広報課あて obokoho@city.uji.kyoto.jp

「訪問購入（買い取り）を行う業者
　　　　　　　　　との契約は慎重に！」

問消費生活センター

　トラブルを未然に防ごう！
　次の点に注意をしましょう。
★突然訪問する業者は対応しない。
　家に入れない！
★契約書面の交付を求める。
★事前に承諾した物品以外は売らない。
★契約後８日間のクーリングオフ期間は
　物品を引き渡しを拒むことが出来ます。

　
天
ヶ
瀬
ダ
ム
か
ら
下
流
を
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め
る

と
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手
に
レ
ン
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造
り
の
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志
津
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所
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大
正
13
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1
9

2
4
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に
大
峰
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成
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。
95
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前
の
こ
と
で
す
。
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現
役
の
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き
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し
た
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4
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㎞

下
流
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メ
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ト
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の
際
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ー
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今
も
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ム
湖（
鳳
凰
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没
し
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ま
ま
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さ
れ
て
い
ま
す
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こ

の
堰
堤
の
完
成
で
人
造
湖
が
誕
生
し
、

外
畑
と
堰
堤
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結
ぶ
遊
覧
船
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就
航
し

ま
す
。
戦
後
に
は
、
堰
堤
と
天
ヶ
瀬
を

結
ぶ
お
と
ぎ
電
車
も
運
行
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宇
治
川
初

の
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、
人
び
と
の
行
楽
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思
い
出

と
と
も
に
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
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共生
あなたも簡単な手話を覚えてみませんか。あなたも簡単な手話を覚えてみませんか。
●●●●●●●●●●●●●●●●●かん●●●●●●●●●●●●●●●かん●●●かんかん●●●●●●●●●たん●●●●●●●●●かん●●●●●●かん●●●かん●●●●●●●●●かん●●●かん●●●●●●●●●●●●●●●たん●●●●●●たん●●●たん 話入門話入門話入門話入門話入門話入門話入門話入門

手話には欠かせない「表情」

（ FAX 22-7117）
問障害福祉課

　外国に行ったときに言葉が通じなくて困っ
たことはありませんか？覚えている単語をな
んとか繋げながら、表情は困っている顔、無
事相手に通じたときは喜んでいる顔などが自
然と出ているのではないでしょうか。
　ろう者は音が聞こえないため、言葉の抑

揚・緩急などから読
み取る細かなニュア
ンスがわかりませ
ん。見る言葉である
手話は表情も大切で
す。嬉しいときは嬉
しい顔を、悲しいと
きは悲しい顔をして
くださいね。表情だ
けでも伝わるもので
す。

絵：大橋 春咲さん
（宇治魅力発信大使）

　訪問購入は、契約から８日間はクーリングオフ（契
約を解除すること）が出来ます。
　訪問販売には事業者が守るべきルールがありま
す。不審な勧誘や、不本意な契約など、少しでも疑
問を感じたら、消費生活センターにご相談ください。

Ａ

宇治史探検 109

こんなときどうする？

知る人ぞ知る宇治の豆知識をお話しします。

01

02 03

昭和2年(1927年)完成の大峰発電所（右の建物）と
大峰堰堤。
現在は、高さ15メートル以上のものをダム、これ
より低いものを堰堤と呼びますが、かつてはその
区別は無く、大峰は高さ26メートルですが、堰堤
と呼ばれていました。

消費生活を中心にトラブルを紹介

Ａ

「訪問購入（買い取り）を行う業者
　　　　　　　　　との契約は慎重に！」

　「不用な食器を買い取ります。」と業
者からの電話があり、後日訪問時に食
器を引き渡しました。その時に、半ば
強引に夫の思い出のカメラを買い取ら
れてしまいました。後悔しており、返
してもらうことは出来ますか。

Ｑ


